
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 総合科 

 

教科 総合 科目 産業社会と人間 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 自主教材等 

副教材等 自主教材等 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

福井高校での３年間の課題研究の導入授業となります。課題への取り組み方や表現の仕方などの基

本的なスキルを学んでいきます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

〔課題設定と探求〕自分の身の回りについて関心を持って考え、自らテーマを設定して問題に取り

組み、解決方法を提案します。 

〔自己表現とプレゼンテーション〕自分自身について、自分の周りのことについて、自分の力でま

とめ、一人、ペア、グループ、また、口頭、プレゼンテーション、動画などさまざまな方法を用い

て、表現し、伝えることを経験します。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・自分の周りに起きているで

きごとに関心を持ち、起きて

いる問題やその背景を知る。 

・取り組んだ課題について人

に伝える基本的な段取りや

方法を知る。 

 

・自分の考えや思いを言語化

したり、人にわかりやすく表

現したりして伝えられる。 

・自分の周りで起きている問

題について、どのようにした

ら解決していけるかを自ら調

べ、提案することができる。 

・個人、ペア、グループなど

それぞれの形で仲間と共同し

て取り組むことができる。 

・自分でテーマを設定し、問

題解決に向けて、主体的に取

り組むことができる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

自

己

分

析 

・未来を切り開こう 

・自分を見つめる 

・アサーティブに伝える 

・砂漠の脱出ゲーム 

・あなたの大切なものは 

a:基本的な語句を理解している。 

b:与えられた課題に自分の力で取

り組むことができる。 

c:毎回のワークを通じて、自分の課

題をみつけていくことができる。 

 

 

ワークシ

ート 

作文 ワークシ

ート 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・発信力を身に着けよう 

・プロジェクト学習は何の

ため 

a:基本的な語句を理解している。 

b:与えられた課題に自分の力で取

り組むことができる。 

c:仲間と共同し、主体的に課題解決

に取り組むことができる。 

 

 

ワークシ

ート 

プレゼン グループ

ワーク 

プ レゼン

テーション 

スライド 

２
学
期 

社
会
の
課
題 

・今の社会にどのような課

題があるのだろう。 

・リサーチデイに向けての

準備 

a:現代社会の問題について知って

いる。 

b:自ら課題を設定し、リサーチをし

ていくことができる。 

c:問題や課題について自ら考え、テ

ーマを導くことができる。 

 

 

ワークシ

ート 

作文 ワ ー ク シ

ート 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

・グループで共同し、課題

設定、解決、提案の流れ

をプレゼンテーションに

し、発表する。 

a:課題解決に向けたリサーチする

ことや、プレゼンテーションする方

法を知っている。 

b:自ら設定した課題について、グル

ープで取り組み、プレゼンテーショ

ンすることができる。 

c:リサーチ、プレゼンテーションま

での一連の作業について、自ら積極

的に取り組むことができる。 

 

 

ワークシ

ート 

プレゼン グループ

ワーク 

プ レゼン

テーション 

スライド 
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３
学
期 

自
己
分
析 

自己分析・自己 PR とは？

さまざまな自己 PR 動画を

見て、考えみよう。 

a:自己 PR の役割と方法を知ってい

る。 

b:自己 PR のために必要な自己分析

を行い、自己探求を深めることがで

きる。 

c:さまざまな自己 PR 動画を見て、

自己 PR の重要点やコツを理解して

いる。 

 

 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

ワ ー ク シ

ート 

自
己P

R

動
画 

自己 PR 動画を作ろう。 a:動画制作の基本手順を理解して

いる。 

b:自己分析から自己 PR 動画の段取

りを考え、制作することができる。 

c:段取りや注意点など自分の PR ポ

イントを自分で整理しながら、自力

で課題に取り組むことができる。 

 

ワークシ

ート 

動画 動画 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


